
４．各高校のミッションの見える化と
組織経営の改編
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現実的にみて、高校のランキングやそれに伴う保護者の
教育要求を看過することはできない。

↓

高校ごとに、「市民教養の育成」を配分する比率の高い
高校群と「高等教育への準備教育」を配分する比率の
高い高校群を峻別して、高校ごとのミッションを明確に
する必要がある。

これまでの「普通科」のイメージは残しつつも、上記の配
分に応じて３パターンぐらいをモデル化して、各校に教
育のミッションを明確にする作業を進めてもらう必要が
あるのではなかろうか。



高校教育ミッションの見える化

入学する生徒の学力水準のバラつきや

教育資源の違いによって、

高校によってやれることが変わってくる

「身の丈に合った実践」、それを評価できる仕組みを
作りたい

↓

「地域の誇り」となれるような、地域密着型の、高校生
の活力を感じてもらうメッセージを発信したい。

特に、ＯＢ・ＯＧの声、先輩の活動などを活かして、同
窓としての力や可能性を期待できるようにしたい。
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事例１：三多摩地区・都立高校
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事例2：宮城県・県立高校
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学校組織の改編
この種の活動では、外部人材・活動の導入は必須な事項
である

↓

今後、3つ程の入り口で検討したい

１）ＮＰＯなどによる実践活動の代替・委託

２）メンター制度による生徒とのパイプ役の導入

３）シンクタンク機能を果たす外部人材の受け入れ
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学校評議員等の導入への
反省点

学校の経営に関わる評価などを中立的におこなう

役割は果たしたが、

実際の授業実践の改善までには至れていない。

教育経営のプロではないため、素人の良さが活かせな
いとただ「お飾り」になりがちである。

↓

例えば、都が行っている「学校支援コーディネーター制
度」のような活かせる人材の導入が今必要である。

68



１）ＮＰＯ育て上げネットの事例

キャリア教育や市民性教育の実践ノウハウを提供
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２）メンター制度の有効性
キャリアアドバイザーなどに企業の若手社員や

大学院生を導入 ー ＢＢＳの役割
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３）実践に関わる助言者の導入
外部の視点を入れると同時に、実情を熟知してもらう

こと 例えば、キャリアコンサルティング
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トランジッション教育の実践

進路多様校における高大連携のキャリア教育

県立田奈高校（中田正敏校長）と、中央

大学の古賀正義教授らのグループが、高

校生のキャリア教育推進を研究する共同

事業をスタートさせ、６月７日に第１回

目の授業を、田奈高校で行った。背景に

は、卒業生の約 30％が進路未定となって
いる田奈高校の生徒らに、キャリアにつ

いての認識を深めてもらおうという狙い

もある。 
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５．生徒の「自分づくり」を可能にする
社会資源の提供へ

生徒の自己形成・自己構築は、さまざまな他者との、さ
まざまな方法による相互作用からしか生まれない。

自分で気づく・知ることが基本なのである。

今日、学校はこうした機会を若者に提供しうる

数少ない貴重な機関となっている。

他者からの社会的承認が人をつくるとすれば、持続的
で日常的な学校のさまざまな実践の価値は改めて評価

できるといえる。
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排除型社会のリスクを回避するために
社会参加に向けた実践を

排除型社会の構造は、リスクに出会い、一度その中に埋め込ま
れると抜け出せない感覚を多くの人々に醸成する。

今日のキャラ化する子どものコミュニケーション（土井隆義2010）
にも、 「自分を傷つけない」＝「脆弱な自分への自信を守る気分
」が読み取れる。キャラを演じる世界から、社会的自己を見出す
主体化の契機としての社会参加はどのようにして可能となるだろ
うか。「不気味な自分」とも向き合える力はどこから生まれるか。

共感してくれる他者を探す文化を「セラピーカルチャー」（エリオッ
ト2001）と呼ぶが、こうした子どもたちに寄り添って、内面的な問
題の発見や原因探しにただ巻き込まれることなく、課題の改善の
ための、人的・物的資源の掘り起こしと地域との連携を検討して
いける活動にならなくてはなるまい。
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生徒・保護者に受け入れられるシステム
による実践を

しかしながら、理念論に偏った市民性の教育はいまや
生徒に受け入れられないであろう。

評価（個人内評価を含む）の質的な保障や、

実践の意義の説明責任などいくつかの段取りを踏んで
行わないとこれまでの経験学習の轍を踏むことにな
りかねない。

また、実践的な活動の予測を越えた創発的な力を大
切にしないと、徳目論にもなりかねない。

こうした眼を養う機会を、教師にも確保してほしい。

そのことで、教師もまたコミュ二ケーション能力を培う
機会を得られると感じている。 77



このような機会を頂いたこと。
ご清聴に、感謝いたします
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